
特集 地球環境保全にこたえる日立グループの技術

都市ごみなどの分別収集および

選別･リサイクルシステム
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都市ごみなどを分別収集,選別して再利用するリサイクル社会

生産された製品･商品は廃棄物として終わることなく,有効な資源としてリサイクルされて新しく生まれ変わる｡地球環境,地球資源を守る

ためにリサイクル社会を構築することが必要である｡

近年のごみ問題に対応する循環型社会の形成に

は,ごみの排出源での分別貯留,分別収集が鍾であ

り,全国の自治体ではその分別方法についての取組

みを進めている｡

これに呼応して,収集された廃棄物から純度の高

い,瓶･缶などの有価物を選別して再資源化するた

めの高度な選別･リサイクル技術がますます必要と

なっている｡

このようなニーズにこたえて目立グループは,廃

棄物を分別収集して選別･リサイクルするシステム

を開発している｡都市ごみの分別自動収集システム

としては,居住環境を損なわない移動集じん型真空

収集システム,およびビル内の廃棄物などを収集運

搬容器用のゴンドラで搬送するビル用分別ごみ自動

回収システムがある｡

また,(1)都市ごみを再生利用するために選別･減

容化を行うシステム,(2)都市ごみや廃プラスチッ

ク,木くずなどからRDF(ごみからの燃料)を製造す

るシステム,(3)粉体RDFを小型の専焼ボイラで効率

よく燃焼して熱を回収するシステムなどを開発した｡

*卯月和工業株式会社環境営業本部技術士(符丁生_‾1二学部門) **新明和t業株式会社環境システム事業部 ***日立製作所日立工場

****H立食属株式会社熊谷⊥場 *****‖竜清水エンジニアリング株式会社エンジニアリング本部
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n はじめに

廃棄物の排出抑制,減量化および再資源化によって最

終処分場の延命化 資源の有効利用を図るために法体系

の整備が進められ,平成7年に｢容器包装リサイクル法+

が公布されて循環型社会形成の第一歩が踏み出された｡

循環型社会では,廃棄物の分別,保管,収集,選別,再

生,再資源化,処理･処分などが適止に行われなければ

ならない｡それには,廃棄物を分別収集して再資源化す

るための選別･リサイクル技術が必要である｡

ここでは都市ごみなどの分別収集システムおよび選

別･リサイクルシステムに焦点を当て,最近の技術動向

とR克グループの取組みについて述べる｡

凶 都市ごみの分別自動収集システム

2.1移動集じん型真空収集システム

都市ごみの未来型収集システムの試みとして,スウェ

ーデンで実用化された真空式ごみ収集車による小口径管

路収集システム｢テクノキューム+がわが国でも約5,000

世帯(伊丹市,熊本市)を対象に稼動している｡

新明和工業株式会社のテクノキュームシステムは,現

状の車両収集システムの問題点を解決するため,収集作

業を改善して居住環囁および都市美観に貢献する未来型

ごみ収集システムである｡

′--uニ十盛ヒ‾J

▼_∃二_｢迅惑F

._･ニセ‾良盛F

ニニ三三撮盛
′･〆＼)一し

.一･.h

㌻､,

敬一ご■′
■t

∫

.仁〆･.･′′■

60

□

玩ミ‡

rィゝ二｢lゝ1

ごみ輸送管

_もJ

このシステムは,ごみをためておく貯留タンク,直径

250mmのごみ輸送管,さらに収集車との接続部(以下,

ドッキングステーションと言う｡)と真空式ごみ収集車で

構成する｡このシステムの概要を図1に示す｡

このシステムの特徴は次のとおりである｡

(1)ごみの投入方法ではダストシュートタイプと投入ポ

ストタイプが選択でき,住宅の密集度や収集頻度によっ

て∩.4～16m3の貯留タンクを使い分けることができる｡

(2)真空式ごみ収集車ではドッキングステーションから

ごみ収集が行えるため,居住区域内に収集車が人る必要

がなく,安全で快適な環境を保つことができる｡

(3)劫ノJはすべて収集車から供給されるため,fE宅側の

設備には動力源を必要とせず,維持･管理が容易であり,

また収集区域ごとに設備を拡張することができる｡

(4)新聞,雑誌などが投入できないために,瓶,缶を含め

た再′仁資源の分別が容易であり,ごみの減量化に寄与

する｡

2･2 ビル用分別ごみ自動回収システム｢エアリフト+

新‖月和工業株式会社は,ビル内で発生した廃棄物や

瓶･缶などの有価物を収集運搬容器｢コレクタ+によっ

て乍自動で搬送する｢エアリフト+を開発した｡このシ

ステムは,平成7年からH本電信電話株式会社新宿本社

ビルで順調に稼動している｡縦搬送では,垂直シュート

内のコレクタ運搬用ゴンドラを空気動力で高速上昇,下

ダストシュート
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収集システム

このシステムは都市ごみ

の未来型収集システムであ

り,真空式ごみ収集車で自

動的にごみを収集する｡
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図2 ビル用分別ごみ自動回収システム｢エアリフト+

このシステムはビルで分別されたごみを廃棄物処理室まで自動

的に回収し,高層ビルの廃棄物をクリーンに処理する｡

降させることにより,目的階に自由に停止させる機能を

持っている｡このシステムは,動力装置,コレクタ投入

装置,排出装置,縦･横搬送装置およびごみ貯留装置で

構成する(図2参照)｡

このシステムの特徴は次のとおりである｡

(1)ごみ専用の自動搬送設備を導入することによって効

率よく,衛生的にごみを処理することができる｡

(2)空気動力によってコレクタを搬送するために高速外

陣が行える｡

(3)各種の貯留設備や搬出設備に接続可能であり,柔軟

なシステム構成ができる｡

坦 都市ごみの選別･リサイクルシステム

新明和工業株式会社は,資源ごみ(ラ航,缶),不燃ごみ,

粗大ごみとして分別収集された都市ごみを再作利用する

ために選別･減容化を行う都市ごみ選別･リサイクルシ

ステムを開発した｡自転車などの再生利用もできる設備

を含めて,一般に｢リサイクルプラザ+として設置が計

画されている｡リサイクルプラザの一例を図3に,シス

テムフローを図4にそれぞれ示す｡

このシステムの特徴は次のとお-)である｡

(1)投入から有価物の選別回収･搬出までの一貫システ

ムである｡
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図3 リサイクルプラザのイメージ図

都市ごみを選別･減容化して再生利用し,再資源化するような施

設が全国的規模で計画されている｡

(2)投入される多種のごみの選別が可能なように,二段

式磁選機,アルミニウム選別機,風力式･ふるい式･粒

度式選別機などの各種選別方式を組み合わせ,有価物の

山収率および純度の向,卜を図った｡

(3)特殊な縦型破砕機を採用することにより,鉄片やむ

類などの回収物が再/L利用に過したかさ比重の人きい,

均一粒度の良質な状態で回収することができる｡

B 廃棄物固形燃料化システム

4.1都市ごみ固形燃料化システム

新明和_‾r二業株式会社および日立金属株式会社は,RDF

(Refuse Derived Fuel:ごみからの燃料)の品質確保の

ために,不然物の除去工程や長期保存に適するような高

射窒化･腐敗防止機能を組み込んだ都市ごみ固形燃料化

システムを製品化している｡このシステムでは,燃焼時

の塩素対策にも配慮している｡

ごみ収集車で受け入れた可燃ごみは,選別工程で燃焼

不適物を除去した後,RDF成形.t程に送られる｡可燃ご

みは,成形工程で固形燃料として通した含水率(10%以

下)に乾燥される｡燃料としての保存性,脱臭,脱塩素対

策として,石灰を専乞燥ごみに辻占合させながら高圧縮し,

棒状(直径15mm¢×長さ30mm)の固形燃料に成形

する｡新明和工業株式会社の実証プラント(処理量:400

kg/h)の外観を図5に示す｡

4.2 産業廃棄物用固形燃料化システム

環境行重婚｢由の一環として廃棄物の自社内処理および

リサイクルを目的に,紙くず･木くずおよび廃プラスチ

ックからRDFを製造する設備を開発し,日立製作所日立

⊥場内に建設した｡製造されたRDFを石炭代替燃料とし

61



532 日立評論 Vol.78 No.7(1996-7)

こみ搬入

一丘彗ぎ

資源ごみ

選別ライン

不燃ごみ

選別ライン

粗大ごみ

選別ライン

責源ごみ

⊂苦破袋機

木

資源こみ磁選機
資源ごみアルミニウム選別樅

鞄

貢
鉄プレス アルミニウムプレス

資源ごみ受け入れコンペヤ 『

讃琵､)音字‾ム前処理破砕機④へ破璽磁選徽冒顧ス喜萱聾田諷 且豊勤 ○且○

車速
好一 議四囲 咄璽鼎租大ごみ

(容器鮎)

l
回転式破砕機

て使用している(図6参照)｡

RDF製造設備内の搬送用にパイプコンベヤを初めて

採用し,飛散の防止,防臭効果を含めてクリーン化とコ

ンパクト化を図った｡

8 粉体RDFからの熟回収システム

RDFの焼却･熱回収分野では,専焼方式が少なく,既

設の燃焼設備を流用または混焼している例が多い｡新明

和工業株式会社は,RDF燃焼熱回収専用システムとして

旋回燃焼方式を採用し,粉体RDFの効率よい燃焼･熱回

収を図ったシステムを開発した｡

完全燃焼を目的として粉体化されたRDFは,一定量ず

図5 廃棄物固形燃料化システム実証プラント

可燃性の都市ごみをボイラなどの燃料に活用するため,固形状ま

たは粉体状に燃料化する｡
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図4 リサイクルプラザ

のシステムフロー

リサイクルプラザでの選

別･減容システムの例を

示す｡

つ旋岨燃焼器へ供給され,旋回しながら完全燃焼して燃

焼ガスをボイラ内へ輝炎の状態で噴出する｡ふく射熱は

水管で熱回収され,排ガス廃熱は蒸気過熱器と給水予熱

器によって回収される｡システムの概要を図7に示す｡

このシステムの特徴は次のとおりである｡

(1)小型の粉体RDF用専焼ボイラによって高い熱回収

率を実現しており,発電用の高圧蒸気の発生も可能で

ある｡

(2)粉体RDFを燃料とするために完全燃焼しやすく,末

燃物残法(さ)がほとんど発生しない｡

(3)低平気比で一次燃焼を行い,二次空気で完全燃焼さ

せる二段燃焼方式のため,排ガス中のNOx(窒素酸化物)
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図6 産業廃棄物用固形燃料化システム

このシステムは,紙･木･70ラッステックなどの産業廃棄物を燃料

として利用するためにこれらを固形燃料にするものである｡
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図7 粉体RDF熟回収システム

このシステムは粉体化したRDFを専用ボイラで効率よく燃焼させ,燃焼熱を蒸気の形で回収する｡

が少ない｡

田 その他の回収･選別技術

6.1空き缶分別収集車

新明和工業株式会社の空き缶分別収集車は,集積場を

巡回し,回収した空き缶をその場でスチール缶とアルミ

ニウム缶に自動分別,減容化するものである(図8参月別｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)1時間当たり1万4,000缶の空き缶をスチール缶,ア

ルミニウム缶に自動分別し,プレス滅容した後に貯留す

る処理能力を持つ｡

2トン車で約1フJ8,000缶を,4トン車で約2万7,000

缶を凹収することができる｡

(2)1個ごとにプレスするためリサイクル効率が高い｡

(3)退路事情にマッチした｢うしろ積み･うしろ出し方

式+を採用している｡

6.2 冷媒フロン回収再生装置

日立清水エンジニアリング株式会社は,オゾン層破壊

の原内となる冷媒フロンの大気放出を防ぐために,空調

設備や冷凍冷戚設備などからの冷媒フロン回収に適した

小型のフロン回収再牛装置を製品化している(図9参

照)｡主な特徴は次のとおりである｡

(1)高さ700mm,質量70kgと小型なので商用車に搭載

することができ,巡回収集が可能である｡

(2)回収対象フロンは,冷媒として広く使用されている

フロン12,22,500,502,134aの5種類である｡

6.3 アルミニウム磁選機

口立金属抹式会社は,長年培ってきた磁性体技術を応

用して,高性能希土類磁石を使った高磁力型のアルミニ

ウム磁選機を製品化している(図10参月召)｡主な特徴は次

のとおりである｡

(1)豊富な磁石ノウハウと解析技術により,標準仕様か

ら特殊仕様まで幅広い製品シリーズを開発し,多様なニ

ーズにこたえることができる｡また,アルミニウム分別

回収だけでなく,低電気伝導率材の選別回収にも使用す

ることができる｡
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図8 空き缶分別収集車

二の車は,飲料用空き缶を,スチール缶とアルミニウム缶に自動

分別しながら収集するものである｡
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図9 フロン回収再生装置

この装置は,使用済みのエアコン,冷蔵庫などの冷媒フロンを抜

き取って回収するものである｡

(2)高性能希土類磁石を採用しているため,通常使われ

る電磁石と比較して消雪電力が小さい｡

(3)小型･軽量である｡

6.4 PVCボトル選別･除去装置

プラスチックボトルを再生する場合,PVC(ポリ塩化

ビニル)ボトルの混在は再生工程で障害となるため,事前

に選別,除去することが必要である｡

新明和⊥業株式会社は,プラスチックボトルの中から

PVCボトルだけを,Ⅹ線の透過特性を利用してより分け

る装置を製品化している｡

選別の対象となるものは市販されているプラスチック

ボトルであり,つぶれた形状でも,また汚れがあっても

選別することができる｡0.005%以下の選別精度(PVC以

外の選別物にPVCが混入する割合)と,毎時最大2tまで

の選別能力を持つこの装置は,わが国で現在2台がプラ

スチック再生工場で稼勤している｡装置外観を図11に

示す｡

匂 おわりに

ここでは,都市ごみなどの分別収集,選別･リサイク

ルシステムの日立グループとしての取組みについて述

べた｡

循環型社会を形成するには廃棄物の排出抑制,滅容化,

′ヽ

召

図10 アルミニウム磁選機

この磁選機は,金属廃棄物の中から有価物であるアルミニウム材

質のものを効率よく選別,回収するものである｡
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図IIPVCボトル選別･除去装置

この装置は,多量に廃棄されるプラスチックボトルのt+サイクル

に障害となるPVC製ボトルを選別し,リサイクル工程から除去する

ものである｡

再資源化が必要であり,このニーズにこたえて開発した

移動集じん巧り真空収集システムやビル用分別ごみ自動回

収システムなどは住環境にやさしいものとしている｡

さらに選別･リサイクル分野で,選別精度の向上,自

動化,小型化などのニーズにこたえた技術･システムを

開発してゆく考えである｡
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